
 

 

 

 

 

“月”を眺めて ～ちょこっと歳時記～ 

 秋といえば“お月見”の季節。「今年の“中秋

の名月”はいつかな？」と思って調べたところ、

９月２５日（金）でした。でも、実はこの日は

満月ではなく満月となるのは２日後の２７日

（日）だそう・・・？？？ 

～なぜ満月ではないの？～    

十五夜とは、新月を１日目とした１５日目にあたります。旧暦では７月・８月・９月を秋とし

ていて、この時期の月が１年の中でも最も美しく、その秋の真ん中にあたる８月１５日の月を“中

秋の名月”と呼ぶようになりました。したがって、十五夜は毎月ありますが“中秋の名月”にあ

たるのは年に一度だけです。 

月が満月になるのは毎回１５日ピッタリというわけではないので、１５日目が必ずしも満月と

は限りません（満月には少し足りないことが多い）。今年は、このずれが２日となるんですね。                         

その他にも、月の呼び名にはいろいろあり、その意味も風情があっておもしろいですよ。 

今月は“月”に関する本のコーナー（例：『月の満ちかけをながめ

よう』など）を設けたので、この秋、月についていろいろ探究してみ

てください。 

※歌手の松任谷由実さん（←皆さん、知ってるかな）の歌に  

♪１４番目の月♪ という歌がありますよ。（“荒井由実”時代の歌） 

 

夏休み明け 新着本より 

興味のある本を見つけたら、ぜひ手に取って 

みてくださいね。 
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